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一般社団法人 日本自動車工業会 

技術管理委員会   

豊かなクルマ社会の実現に向けて 

資料６ 



    

   １．安全/環境意識の高まり 

    ・事故のない安全な車社会の実現 

     ・地球温暖化の抑制、省エネルギー指向の高まり 

 

   ２．若者のクルマ離れ、高齢化等への対応 

    ・新たな自動車の魅力の創出 

 

   ３．国際基準調和 

    ・新基準の国際基準化・標準化 

     ・基準調和の推進 

自動車を取り巻く環境 

1 



１．安全/環境意識の高まり 
 事故のない安全な車社会の実現 

 

2 2 



 

 

 

 

3 

全方位中距離レーザーレーダー 
前方遠距離レーダー 

GPS 

車速センサ 
前方遠距離カメラ 

前方近距離カメラ 

自動化レベルとシステム事例 

Google Car 自動運転実験車 



動画挿入 
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プラグインハイブリッド車 

クリーンディーゼル車 

天然ガス車 

バイオ燃料車 
電気自動車 

ハイブリッド車 

水素自動車 

燃料電池自動車 

電動車両 

温暖化の抑制、省エネルギー指向の高まり 

自動車メーカーは次世代自動車の開発と普及拡大に努めている。 

次世代自動車の中でも電動車両への期待は大きい。 

充電インフラ、水素インフラの整備が課題 



２．若者のクルマ離れ、高齢化等への対応 
 新たな自動車の魅力の創出 

Blue 

tooth 

データセンター 

サービス対応ナビ 

6 



ビッグデータ交通情報サービス 
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データセンター 



自動車走行情報の活用例 
○民間が保有する自動車走行情報は、行政施策や民間ビジネスに活用されつつある。 

○将来は、公共データやプローブ情報等の活用を協働し進めることにより、行政施策や民間サービス 
 のさらなる充実が可能と考えられる。 
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超小型モビリティの利活用が想定される場面 
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自動車ユーザー 

○世界統一仕様による開発・認証・ 

生産コストの低減 

 ○安全・環境技術の開発に 

リソーセスシフト 

 
○基準策定作業の効率化 

 
○審査作業の効率化 

 

○安全・環境性能に優れた自動車の普及 
 

○購入しやすい自動車価格 

自動車メーカー等 行政 

３．国際基準調和 
 ・新基準の国際基準化・標準化 

 ・基準調和の推進 

基準調和 

認証の相互承認 

 

 

 

 

装置ごとの相互
承認から車両単
位の相互承認
（IWVTA）へ 
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・衝突被害軽減ブレーキ（車両、歩行者） 

・ITS・自動運転関連装置の技術要件 

（使用過程も見据えた検討） 

・燃料電池車両の安全性（車両、高圧ガスタンク） 

・電動車両の安全性能 

・ハイブリッド車両の燃費性能 

・ＩＴ活用時のわき見等、注意散漫対策 

・超小型モビリティの適用基準   等々 

新技術や新サービスに係る 
国際基準化・標準化の検討項目例   
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ASEAN諸国における自動車の交通安全・環境保全施策の構築支援 

・ASEAN諸国においては日系自動車メーカーのシェアは９０％台であり、これからも市場拡
大が見込まれている。 

・同地域では、急激なモータリゼーションの発展に伴い、安全・環境問題が顕在化している中、
市場実態と乖離した独自の基準・制度を導入する動きがある。 

官民が一体となって総合的な安全・環境施策の提言・導入支援活動（ソフトインフラ輸出）を
講じることにより、日系企業がより活躍できる公平な競争環境の整備とASEAN諸国における
安全・環境の向上を目指す。 

ASEAN諸国と日欧米の交通事故死亡率 死者数/車両1万台 

（ジャカルタの状況） 出典：ASEAN-NCAP資料        出典：WHO 
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日本から新技術、新基準、ソフトインフラを発信 

FCV ITS 

超小型 

モビリティ 

EV 

アジア諸国 

EC 米国 日本 



 

 

 

    ご清聴ありがとうございました。 
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